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環境科学部 20年の歩み
※作成にあたっては、『環境科学部十年の歩み』（平成 19年９月発行）を参考にした。環境科学部創立までの
経緯（新学部構想、「文理融合型」学部構想、新学部の名称は「環境科学部」、環境科学部設置準備委員会）
については、『長崎大学五十年史』を参照されたい。
平成９年10月 環境科学部は、国立大学では最初の文理融合で環境に関する諸問題を教育研究する専門学部
として創立され発足した（１日）。初代学部長に井上義彦教授、評議員に高實康稔教授、高倉
直教授が就任した。同日をもって教養部は廃止され、昭和39年４月以来33年間（草創期から
はおよそ50年）の歴史の幕を閉じた。
平成10年４月 学生の受け入れを開始した（１日）。入学者数は140名（男女各70名）であった。
平成10年12月 長崎大学環境科学部紀要「総合環境研究」が創刊された。
平成11年５月 新講義棟完成祝賀会を開催した（26日）。
平成11年10月 第２代学部長に高倉直教授、評議員に佐久間正教授、荒生公雄教授が就任した（１日）。
平成14年３月 長崎大学環境科学部第１期生の卒業式を執り行った（25日）。
平成14年４月 第３代学部長に井上義彦教授、評議員に佐久間正教授、山崎素直教授が就任した。
「長崎大学大学院環境科学研究科」が「環境共生政策学専攻」・「環境保全設計学専攻」の２
専攻で発足した（１日）。
大学院環境科学研究科第１期生の入学式を執り行った（22日）。入学者数は27名であった。
長崎大学の中期目標・中期計画（案）で「理系と文系が一緒になった大学院修士課程であり、
この形態を保った博士課程設置を中期目標とすること」が確認された。
平成14年５月 長崎大学大学院環境科学研究科創設記念式典、記念講演会及び祝賀会を開催した（22日）。
平成14年11月 環境科学部のホームページを作成し、公開した。
平成15年３月 「ＩＳＯ１４００１」の認証を取得した（20日）。これは、長崎大学としては初めての、また
国立大学の中でもごく早い段階での取得であった。
平成16年３月 大学院環境科学研究科第１期生の修了式を執り行った（25日）。
平成16年４月 「国立大学法人長崎大学」となる。評議員制度に替わって副学部長制度となる。
第４代学部長に井手義則教授、副学部長に小野隆弘教授、田井村明博教授が就任した。
「大学院生産科学研究科博士前期課程」（「環境共生政策学専攻」・「環境保全設計学専攻」）が
発足した。「大学院生産科学研究科博士後期課程」（「環境科学専攻（共生環境創成学講座、環
境動態解析学講座）」）が発足した（１日）。
平成18年３月 大学院生産科学研究科博士前期課程（環境共生政策学専攻・環境保全設計学専攻）第１期生
の修了式を執り行った（24日）。
平成18年４月 第５代学部長に佐久間正教授、副学部長に早瀬隆司教授、富永義則教授が就任した（１日）。
平成19年３月 長崎大学大学院生産科学研究科博士後期課程環境科学専攻の第１期生の修了式を執り行っ
た。
長崎大学大学院環境科学研究科が廃止された（24日）。
平成19年４月 「長崎大学環境科学部と長崎県環境部及び雲仙市の連携・協力に関する協定書」が締結され、
「雲仙Ｅキャンレッジプログラム」が発足した（27日）。
平成19年６月 環境科学部に「環境教育マネジメントセンター」を設置した。
平成19年９月 環境科学部創立10周年記念行事を挙行（29日）。
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平成20年４月 教員組織を１学科４講座制から１学科２学系制に改組した。
第６代学部長に武政剛弘教授、副学部長に連清吉教授、高良真也教授が就任した（１日）。
社会調査士資格取得対応のカリキュラムを導入した。
平成21年４月 「ＩＳＯ１４００１」自己宣言への移行を行った。
平成21年７月 総合研究棟（環境科学部本館）第Ⅰ期改修工事開始。
平成22年３月 総合研究棟（環境科学部本館）第Ⅰ期改修工事完了。
平成22年４月 第７代学部長に佐久間正教授、副学部長に葉柳和則教授、山下樹三裕教授が就任した（１日）。
平成23年４月 大学院生産科学研究科（博士前期・後期課程）を大学院水産・環境科学総合研究科（博士前
期・後期課程）へ移行した。構成母体が工学部を含む３学部構成から水産学部との２学部構
成となった。また、環境系の博士前期課程の専攻名称は環境共生政策学専攻と環境保全設計
学専攻となった。
教員の所属部局が環境科学部から大学院水産・環境科学総合研究科へ移行した(１日)。
平成24年４月 第８代学部長に田井村明博教授、副学部長に武藤鉄司教授、山下樹三裕教授が就任した（１
日）。
平成24年７月 総合研究棟（環境科学部本館）第Ⅱ期改修工事開始。
平成25年３月 総合研究棟（環境科学部本館）第Ⅱ期改修工事完了。
平成25年８月 学術交流協定締結校からの留学生と環境科学部学生との共修と国際交流の推進を目的とした
「サマースクール（初年度の名称はエキスパートセミナー）」を開始した。同時に研究室イン
ターンシップも開始した。
平成26年４月 学生入学定員を140名から130名に変更した。
第９代学部長に田井村明博教授、副学部長に吉田謙太郎教授、武藤鉄司教授が就任した（１
日）。
環境科学部ホームページの全面改修を行った。
平成26年12月 「長崎大学、熊本県立大学及び福岡工業大学との環境分野における包括的な連携協力に関す
る協定」を締結した。
平成27年２月 第１回国公私３大学環境共生フォーラムを開催した（21日、於：熊本県立大学）。
平成27年４月 環境科学部第３年次編入学定員を10名から５名に変更した。
大学院水産・環境科学総合研究科博士前期課程（環境系）の２専攻を環境科学専攻の１専攻
とした（１日）。
平成27年８月 「長崎大学と雲仙市、島原市、南島原市との包括連携に関する協定」を締結した（12日）。
平成27年11月 第２回国公私３大学環境フォーラムを開催した（６日、於：長崎大学）。
平成28年４月 教育職員免許状（高等学校教諭１種免許状（公民）又は(理科)）取得対応のカリキュラムを
導入した。
第10代学部長に山下樹三裕教授、副学部長に吉田謙太郎教授、高尾雄二教授が就任した。
「環境教育研究マネジメントセンター」を発展的に解消し、大学院水産・環境科学総合研究
科に「アジア環境レジリエンス研究センター」を設置した（１日）。
平成28年12月 「アジア環境レジリエンス研究センター」設立記念シンポジウム（環境レジリエンス研究の
展開～環境共生社会の実現に向けて～）を開催した（６日）。
第３回国公私３大学環境フォーラムを開催した（16日、於：福岡工業大学）。
平成29年６月 長崎大学第３期重点研究課題（課題名：「地域の水循環社会創成を目指した文理融合型研究」）
に採択された。
平成29年11月 環境科学部創立20周年記念行事を挙行（４日）。
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